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今
年
は
乙
巳(

き
の
と
の
み)

二
黒
土

星
の
年
天
の
気(

精
神)

は
乙
昨
年
の

甲(

き
の
え)

と
同
様

守
り
の
本
能
が

出
て
き
ま
す
甲
は
個
人
の
守
り
自
分

を
守
る
に
は
頑
固
さ
信
念
沈
黙
が
大

切
で
す
今
年
の
乙
は
集
団
の
守
り
平

和
と
は
善
悪
混
在
で
あ
り
和
合
性
が
必

要

地
の
気
は
巳

陽
気
盛
ん
な
時

蛇

が
地
上
に
出
て
鎌
首
を
持
ち
上
げ

今

ま
さ
に
頂
点
に
達
す
る
直
前
で
力
を
た

め
静
止
し
て
い
る
姿
で
す

人
の
気
は

二
黒
土
星

万
物
を
育
成
す
る
土

地

球

大
地

今
年
は
北
東

南
西
に
凶
星

が
入
り

北
東
の
伝
統
な
ど
が
後
継
者

不
足
で
廃
業

ス
ク
ラ
ッ
プ･

ア
ン
ド･

ビ
ル
ド(

破
壊
と
再
生)

が
起
こ
り
そ
う

で
す

人
物
の
象
徴
は
母

妻

労
を
惜

し
ま
ず
支
え
る
女
性
の
言
動
も
注
目
で

す

ま
た

育
成
の
反
対
は
怠
け
る
こ

と
職
場
や
学
校
介
護
家
事
育
児
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
見
受
け
ら
れ
る

｢

放
棄｣

に
は
要
注
意

放
棄
せ
ず
に
守

り
育
て
る
に
は
覚
悟
を
持
っ
て
汗
を

か
き
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す


こ
の
ほ
か
今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

節

約

手
作
り

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル(

廃
棄

さ
れ
る
も
の
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る)



移
住(

国
内)

農
業
体
験
都
会
の
ビ
ル

屋
上
で
農
業(

ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ミ
ン

グ)


食
の
確
保
と
育
成
本
能
な
ど
で

す
北
西
の
政
治
経
済
大
企
業
投
資

は
昨
年
同
様
凶
星
入
り

今
年
は
最
先

端
の
技
術
や
人
材
起
用
も
見
か
け
倒
し

に
終
わ
ら
ぬ
よ
う
一
致
団
結
を

一
部

の
革
新
的
な
個
人
プ
レ
ー
の
影
響
で
吉

凶
あ
り

健
康
面
で
は
消
化
器

免
疫

力
皮
膚
な
ど
に
注
意


今
年
は
北

西
に
入
り
、

組
織
団
体


事
業
の
運
営

な
ど
見
直
し

や
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

で
積
極
的
な
動
き
も
出
ま
す
。
見

か
け
倒
し
に
な
ら
な
い
よ
う
プ
ロ

や
目
上
の
知
恵
・
協
力
を
募
る
こ

と
。
凶
星
も
入
り
単
独
行
動
や
焦

り
は
禁
物
。
投
資
も
長
期
展
望
で

決
断
を
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

首
、
血

圧
、
肺
な
ど
。
車
や
ス
ポ
ー
ツ
で

の
け
が
注
意
。
吉
方：

東
、
西
。

今
年
は
南

東
に
入
り
、

外
交
力
、
交

渉
力
、
調
整

力

が

試

さ

れ
、
人
脈
、
経
験
知
の
豊
富
な
人

ほ
ど
周
囲
の
相
談
依
頼
が
増
加
、

友
情
や
信
頼
関
係
も
深
ま
り
ま

す
。
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し

伸
べ
、
見
返
り
を
求
め
な
い
こ

と
。
情
報
の
中
に
は
下
心
や
フ
ェ

イ
ク
な
も
の
も
あ
る
の
で
注
意
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

風
邪
、

気
管
支
、
せ
き
、
左
手
、
頭
髪
ケ

ア
。
吉
方：

北
、
南
、
西
。

今
年
は
中

央
に
入
り
、

こ
こ
４
年
間

の
集
大
成
。

吉
と
出
た
人

は
安
定
し
た
場
所
の
確
保
、
中
心

的
な
存
在
に
成
長
。
凶
と
出
た
人

は
新
天
地
を
求
め
ゼ
ロ
か
ら
再
生

へ
と
進
む
と
良
い
で
し
ょ
う
。
前

半
は
今
ま
で
の
整
理
。
後
半
は
次

の
目
標
を
探
し
な
が
ら
体
力
、
気

力
の
温
存
を
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

内
臓
全

般
の
老
化
防
止
。
食
生
活
の
見
直

し
。
吉
方：

北
、
南
、
東
。

朱 麗華朱 麗華

【しゅ･れいか】

1947（昭和22）年生ま

れ。公益社団法人日本易

学連合会副理事長。九星

気学や風水、家相、人

相、開運美容、気功、健

康アドバイスなど多方面

で活躍するほか、「五感

力で運を伸ばす」「フェ

イスリーディング健康

法」など著書も出版。

【問い合わせ】

公益社団法人

日本易学連合会

☎03・5362・1825

ファクス03・5362・1826

https://nichiekiren.jp/ ◇占いの見方◇ 誕生日が正月から節分までの人は前年の星をご覧ください。 ※１月の運勢は７面参照。

今
年
は
南

西
に
入
り
、

足
元
を
固
め

る

準

備

段

階
。
凶
星
の

影
響
も
あ
り
、
安
定
し
た
環
境
づ

く
り
に
は
忍
耐
も
必
要
。
周
り
の

意
見
や
健
康
状
態
に
よ
っ
て
は
計

画
保
留
も
時
間
に
余
裕
を
持
ち


家
族
や
友
人
の
希
望
を
取
り
入
れ

な
が
ら
万
事
焦
ら
な
い
こ
と
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

胃
、
消

化
不
良
、
脾
臓
（
ひ
ぞ
う
）
、
皮

膚
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
、
右
手
。
吉

方：

南
、
北
、
東
。

今
年
は
西

に
入
り
、
昨

年
緊
張
感
の

あ
っ
た
人
ほ

ど
、
会
食
、

セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

を
。
趣
味
や
楽
し
み
の
あ
る
人
は

交
際
範
囲
や
活
動
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
で
有
意
義
な
時
間
と
成
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
出
費
も
増
加
傾

向
な
の
で
的
を
絞
り
必
要
な
集
ま

り
の
み
参
加
し
て
吉
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

歯
・
口

腔
ケ
ア
、
リ
ン
パ
や
乳
腺
ケ
ア
。

吉
方：

南
東
。

今
年
は
北

東
に
入
り
、

環
境
の
変
化

や
事
業
継
続

の
有
無
、
後

継
者
の
有
無
に
よ
っ
て
も
思
い
切

っ
た
決
断
や
強
引
な
幕
引
き
も
。

ま
た
、
再
起
業
の
立
ち
上
げ
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
不
動
産
の
売
買
や

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
も
単
独
で
決
断

せ
ず
話
し
合
う
こ
と
で
良
い
方
向

に
急
展
開
も
あ
り
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

腰
、
背

骨
の
ゆ
が
み
。
左
足
の
不
具
合
。

吉
方：
南
、
北
、
東
。

今
年
は
南

に
入
り
、
自

己
研
さ
ん
や

資
格
取
得
に

励

む

の

が

吉
名
誉
職
が
手
に
入
る
こ
と
も


ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
与
え
ら
れ
た
場

所
で
脳
も
体
も
鍛
え
直
す
も
よ

し

ま
た

未
解
決
の
問
題
や

や

り
残
し
て
い
た
こ
と
は
決
着
に
向

か
う
で
し
ょ
う
。
目
上
や
尊
敬
す

る
人
と
は
協
調
性
を
持
つ
こ
と
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

脳
疲

労
、
心
臓
、
眼
精
疲
労
。
吉
方：

南
東
。

今
年
は
東

に
入
り
、
今

ま
で
準
備
し

て
い
た
こ
と

を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
活
動
期
。
い
ろ
い
ろ
な
面

で
注
目
さ
れ
る
時
だ
け
に
言
動
に

は
注
意
す
る
こ
と
。
若
い
世
代
や

有
識
者
と
の
意
見
対
立
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
変
な
ラ
イ
バ
ル
意
識
を

持
た
ず
聞
く
耳
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。健

康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

肝
臓
、

イ
ラ
イ
ラ
、
筋
肉
痛
、
目
、
足
の

指
。
吉
方：

な
し
。

今
年
は
北

に
入
り
、
本

業
以
外
の
企

画
や
相
談
依

頼
あ
り
。
一

か
ら
知
恵
を
絞
り
シ
ナ
リ
オ
創
作

の
苦
し
み
も
生
ま
れ
ま
す
が
、
仲

間
や
部
下
に
恵
ま
れ
る
と
意
外
と

楽
し
く
ま
と
ま
り
ま
す
。
資
金
、

人
材
と
も
小
規
模
で
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
。
将
来
的
に
は
拡
大
に
つ

な
げ
る
方
向
吉
。

健
康
面
の
ポ
イ
ン
ト：

腎
臓
の

疲
れ
、
聴
力
、
睡
眠
の
質
。
吉
方

：

南
東
。
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◆
講
演
会
「
子
ど
も
の

〝
自
分
ら
し
く
生
き
る

力
〟
を
育
む
た
め
に
」

18
日(

土)

午
後
２
時
、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
（
JR
三

鷹
駅
徒
歩
７
分
）
で
。

身
近
な
大
人
た
ち
の
何

げ
な
い
ひ
と
こ
と
が
子
ど

も
に
影
響
を
与
え
る
―
。

子
ど
も
の｢

自
分
ら
し
さ｣

を
尊
重
し
た
、
未
来
の
可

能
性
を
広
げ
る
声
掛
け
や

関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に

い
る
〝
大
人
た
ち
〟
に
呼

び
掛
け
る
催
し
。
当
日

は
、
「
学
校
の
授
業
か
ら

学
ぶ
、
子
ど
も
の
〝
自
分

ら
し
く
生
き
る
力
〟
を
育

む
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
、
桐

蔭
学
園
家
庭
科
教
諭
の
佐

藤
誠
紀
氏
が
講
演
。
さ
ら

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
子
育
て
コ

ン
ビ
ニ
」
副
代
表
・
小
谷

奈
保
子
氏
に
よ
る
ミ
ニ
ト

ー
ク
「
三
鷹
市
の
取
組
を

知
ろ
う
！
」
も
。

参
加
方
法
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://tech

-supportbase.com/r6t

wp

）
か
ら
申
し
込
む
。
オ

ン
ラ
イ
ン
視
聴
も
可
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
。

13
日
（
月
・
祝
）
必
着
。

参
加
無
料
。
定
員
１
２

０
人
（
三
鷹
市
民
優
先)



託
児
あ
り
。
「
女
性
活
躍

推
進
事
業
」
事
務
局
☎
03

・
５
３
４
８
・
２
０
３
９

い
つ
会
え
る
ス
マ
ホ
画
面
に
初
孫
の
細
き
身
体
に
点
滴
走
る

埼
玉
・
加
須
市

大
塚
床
利

蜘
蛛
（
く
も
）
の
巣
を
箒
（
ほ
う
き
）
で
払
い
空
広
げ
秋
の
青
空
ま
あ
る
く

あ
お
ぐ

東
京
・
八
王
子
市

井
上
紀
子

再
会
に
顔
を
見
合
わ
せ
語
り
合
い
互
い
に
褒
め
合
う
変
わ
ら
ぬ
体
型

茨
城
・
美
浦
村

宮
本
法
子

南
部
平
野
の
晩
秋
の
香
り
閉
ぢ
込
め
て
姉
よ
り
届
く
食
用
黄
菊

東
京
・
足
立
区

村
上
ち
え
子

「
就
活
」
と
「
終
活
」
互
い
に
励
ま
し
て
息
子
と
私
の
明
る
い
あ
し
た

千
葉
・
松
戸
市

石
川
啓
司

学
童
ら
熊
除
け
の
鈴
響
か
せ
て
慣
れ
た
路
線
の
バ
ス
に
乗
り
込
む

東
京
・
府
中
市

日
髙
昌
子

〈
評
〉
１
首
目
、
い
ま
だ
に
会
え
な
い
闘
病
中
の
初
孫
を
画
面
越
し
に
案
じ

て
い
る
。
２
首
目
、
蜘
蛛
の
巣
を
払
え
ば
く
っ
き
り
広
が
る
視
界
。
３
首

目
、
「
合
う
」
と
い
う
言
葉
の
重
な
り
に
二
人
の
仲
む
つ
ま
じ
い
様
子
が
伝

わ
る
。
４
首
目
、
箱
を
開
け
ば
南
部
平
野
の
空
気
と
と
も
に
菊
の
香
り
が
漂

っ
て
く
る
。
５
首
目
、
親
子
同
士
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
が
浮
か
ん
で
く

る
。
６
首
目
、
熊
が
出
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
護
身
術
。

案
内
広
告(

ミ
ニ
ア
ド)

料
金
一
行
＝
５
千
円

自
宅･

実
家
の
整
理･

整
頓

骨
董
品･

美
術
品･

陶
磁
器

着
物･

掛
軸･

茶
道
具

㈲
慈
光

０
３(

３
３
９
９)

１
６
１
９

（６）定 年 時 代令和７年１月上旬号


